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那須烏山市生活支援体制整備事那須烏山市生活支援体制整備事業業

−人生100年時代−人生100年時代−−
あなたは何歳まで　あなたは何歳まで、、
どのように生きたいですどのように生きたいですかか

～みんなで延ばそう！健康寿～みんなで延ばそう！健康寿命命
地域で進めよう！支え合いのまちづくり地域で進めよう！支え合いのまちづくり～～

　近年、介護サービスが必要となる人が増える一方で、制度を支える年代、支援する介護職員の不足が予測
されています。それに伴い、全国各地で「生活支援体制整備事業」がスタートしています。この事業は、介
護が必要になってからの支援だけでなく、日頃からの健康づくりや介護予防（自助）のほか、ご近所同士の
声掛けや見守り・支え合い（互助）などを地域全体で進めることで、できるだけ住み慣れた地域で暮らし続
けることを目指しています。
　今月号では、高齢化の現状と市や自治会、ボランティアによる生活支援活動の内容などを紹介します。
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近
年
は
、
約
3
人
に
1
人
が
高
齢
者

（　

歳
以
上
）
で
占
め
る
時
代
と
な
っ

65
て
お
り
、
人
生
1
0
0
年
時
代
が
到
来

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
5
年
、
団
塊
の
世
代
（
第
1

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
：
昭
和　

年
～　

年

22

24

生
ま
れ
）
が
す
べ
て　

歳
以
上
に
な
り
、

75

2
0
4
0
年
に
は
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の

世
代
（
第
2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
：
昭
和

本
市
の
高
齢
化
の
現
状

グラフ①　那須烏山市の人口ピラミッド

那須烏山市の人口ピラミッド2015年那須烏山市の人口ピラミッド2015年

0歳から
64歳
0歳から
64歳

出典：「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年3月推計）」国立社会保障・人口問題研究所

那須烏山市の人口ピラミッド2040年那須烏山市の人口ピラミッド2040年
出典：「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年3月推計）」国立社会保障・人口問題研究所
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グラフ②　独居、高齢者世帯の推移
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82.7

67.0

53.3

90.9

74.3 74.3

56.6

　

～　

年
生
ま
れ
）
が
す
べ
て　

歳
以

46

49

65

上
に
な
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ
①
参
照
）

　

平
成　

年　

月
現
在
、
本
市
の
人
口

30

10

は
2
万
6
7
6
7
人
で
、
高
齢
者
人
口

は
9
0
0
0
人
を
超
え
、
高
齢
化
率
は

　

・
9
％
で
し
た
。
う
ち
、　

歳
以
上

34

75

が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
国
や
県
の

高
齢
化
率
が
約　

％
な
の
で
、
本
市
の

27

高
齢
化
が
い
か
に
進
ん
で
い
る
か
が
分

か
り
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
と
高

齢
者
の
み
の
世
帯
は
2
0
0
0
世
帯
を

超
え
、
全
世
帯
の
約
2
割
を
占
め
て
い

ま
す
。（
グ
ラ
フ
②
参
照
）

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
末
に
地
域
で

27

活
躍
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
介
護

関
係
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
那
須
烏

山
市
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
協
議

体
」（
以
下
「
協
議
体
」）
を
設
置
し
、

地
域
資
源
の
再
確
認
や
不
足
し
て
い
る

こ
と
、
強
化
が
必
要
な
こ
と
な
ど
を
話

し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
地

域
に
は
気
軽
に
通
え
る
居
場
所
や
支
え

合
い
活
動
が
も
っ
と
必
要
！
」
と
い
う

こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
4
月
か
ら
は
、
地
域
包
括

30

ケ
ア
体
制
構
築
の
た
め
の
総
合
的
な
検

討
の
場
と
し
て
、「
協
議
体
」
を
「
地
域

ケ
ア
推
進
会
議
」
と
改
め
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
・
警
察
・
民
生
委
員
児
童
委
員
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
委
員
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
国
が
提
唱
し
全
国

一
斉
に
進
め
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
で
は
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
支
え

合
い
活
動
を
活
性
化
す
る
役
割
や
そ
の

調
整
役
を
担
う
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え
合
い
推
進
員
）」

を
市
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下「
社
協
」）

に
委
託
し
、
市
と
協
働
で
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

協
議
体
と
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置

　適切な医療を受けることができ
るため、全国で平均寿命が延びて
いますが、今後は、健康寿命を延
ばしていくことが大切です！
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地域支え合いモデル検討会。

・
住
民
や
福
祉
関
係
者
な
ど
が
連
携
し
、

地
域
の
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、
自
治
会
や
民
生

委
員
児
童
委
員
、
市
、
社
協
の
関
係

者
に
よ
る
検
討
会
を
6
月
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

・
検
討
会
で
の
協
議
を
基
に
今
後
、
自

治
会
な
ど
の
身
近
な
範
囲
で
活
動
が

広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
、
一
定
の
圏

域
毎
に
相
談
・
連
携
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
地
域
支
え
合
い
モ
デ
ル

活
動
検
討
会

　

自
治
会
内
で
、
見
守
り
や
声
か
け
を

行
う
こ
と
で
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を

つ
く
り
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
活
動
で
す
。
自
治
会
、
民
生
委

員
児
童
委
員
、
見
守
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン

②
小
地
域
見
守
り
活
動

見守りと防災体制を話し合う日野町自治会員。

テ
ィ
ア
、
市
、
社
協
、
関
係
機
関
が
連

携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
常
時
か
ら
気
に
か
け
合
う
こ
と
で
、

防
災
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
日

野
町
自
治
会
で
は
年
1
～
2
回
、
自
治

会
役
員
お
よ
び
民
生
委
員
児
童
委
員
、

社
協
な
ど
が
参
加
し
て
「
見
守
り
体
制

推
進
協
議
会
」
を
開
催
し
、
体
制
や
活

動
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
し
て

い
ま
す
。　

月　

日
掌
に
行
わ
れ
た
、

11

18

自
主
防
災
研
修
会
で
は
、
災
害
時
の
安

否
確
認
・
避
難
誘
導
方
法
に
つ
い
て
、

平
常
時
の
見
守
り
活
動
と
整
合
性
を
図

り
、
活
動
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し

た
。
必
要
に
応
じ
地
元
消
防
団
が
協
力

す
る
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
で
支
援
が
必
要
な
人
へ

の
簡
易
な
手
伝
い
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
縁
（
え
に
し
）
の

会
」
も
発
足
し
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
南
自
治
会
の
「
気
が
つ

き
隊
」
を
は
じ
め
、
市
内
の
各
自
治
会

が
、
日
頃
の
見
守
り
や
声
か
け
な
ど
定

期
的
な
活
動
を
行
い
、
地
域
の
つ
な
が

り
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
助
っ
人
か
ら
す
」
は
、
市
民
有
志
に

よ
り
結
成
し
た
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中

で
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
「
で
き

る
時
」、「
で
き
る
範
囲
」
で
お
手
伝
い

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が
増
加
す

る
中
、
こ
れ
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
地
域

で
の「
支
え
合
い
」活
動
の
推
進
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、　

人
の
会
員
が
、
電
球
交
換

20

③
日
常
生
活
を
支
援
す
る

「
助
っ
人
か
ら
す
」

や
衣
類
の
簡
単
な
修
繕
、
日
曜
大
工
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

9
月　

日
昭
か
ら
全
7
回
、
な
す
か

13

ら
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
、
介
護
予
防
・
助
け
合
い
活
動
の
担

い
手
を
育
成
し
ま
し
た
。　

月　

日
昭

11

15

の
最
終
回
は
、　

人
の
受
講
者
に
修
了

22

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
を
支

援
す
る
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」、
買

い
物
や
掃
除
な
ど
の
生
活
支
援
を
行
う

「
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」、
特
技
を

活
か
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
地

域
で
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

④
な
す
か
ら
元
気
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
開
催

助っ人からすの日曜大工のお手伝い。

介護予防や助け合い活動についての話し合い。

住民同士で支え合う
地域づくりのために
どんな活動をしているの？

　今年度行われている見守り活動や、いきいきサロン
などの高齢者の居場所を紹介します。

定期巡回でつながりをつくる南自治会気がつき隊。
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市
内
で
は
高
齢
者
の
た
め
に
多
く
の

居
場
所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ロ

ン
な
ど
に
出
か
け
る
こ
と
は
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。
お
お
む
ね　

歳
以
上
の
人

65

で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
、
今
後
、

居
場
所
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

月
1
～
2
回
、
公
民
館
な
ど
で
軽
体

操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成　

年
度
は
曲
畑
・
小
白

30

井
・
西
野
地
区
が
新
規
に
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在　

箇
所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

41
⑤
居
場
所
の
推
進

・
ふ
れ
あ
い
の
里

　

市
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
現
在　
12

箇
所
の
自
治
会
な
ど
で
毎
週
1
回
、
地

元
住
民
が
介
護
予
防
・
交
流
の
場
を
運 いきいきサロンでの軽体操。

営
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
に
は
送
迎
も

あ
り
、
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
県

内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
健
康
長
寿
セ
ミ
ナ
ー

　

平
成　

、　

年
度
に
開
催
さ
れ
た
講

27

28

座
を
き
っ
か
け
に
ス
タ
ー
ト
し
た
自
主新たに加わったふまネット。 ふれあいの里で交流する地域住民。

活
動
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
身
体
機

能
の
維
持
向
上
を
目
的
と
し
た
、「
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
」、「
ス
ポ
ー
ツ
吹
き

矢
」、「
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
」
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

は　

㎝
四
方
の
マ
ス
目
で
で
き
た
ネ
ッ

50
ト
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
歩
く
こ
と
で
、

歩
行
機
能
と
認
知
機
能
の
改
善
に
効
果

が
あ
る
「
ふ
ま
ネ
ッ
ト
」
が
加
わ
り
ま

し
た
。

・
男
の
遊
々
ク
ラ
ブ

　

男
性
限
定
の
サ
ロ
ン
で
、
パ
ン
づ
く

り
や
そ
ば
打
ち
な
ど
、
体
験
型
が
人
気

を
呼
ん
で
い
ま
す
。

・
地
域
自
主
サ
ロ
ン

　

地
域
の
人
々
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
実

施
す
る
サ
ロ
ン
で
す
。
現
在
5
箇
所
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
協
で
は
、
活

動
を
支
援
す
る
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

自主サロンでのレクリエーション。

　

事
業
に
興
味
を
持
っ
た
人
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合

健
康
福
祉
課
高
齢
い
き
が
い
グ
ル
ー
プ

緯
0
2
8
7

－　

－

7
1
1
5

88

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
地
域
福
祉
係

緯
0
2
8
7

－　

－

7
8
8
1

88

社
会
福
祉
協
議
会
烏
山
支
所

緯
0
2
8
7

－　

－

1
2
9
4

84

　

市
と
社
協
で
は
、
自
治
会
や
民
生

委
員
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

福
祉
施
設
、
学
校
、
企
業
、
警
察
、

消
防
、
病
院
、
市
な
ど
様
々
な
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
地
域
の
福
祉

課
題
を
把
握
・
共
有
し
、
課
題
解
決

に
取
り
組
む
「
支
え
合
い
の
地
域
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
で
の
見
守
り
や
居
場

所
づ
く
り
、
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
と
お
し
て
、
各
自
治
会
で
共
通
す

る
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
と
専
門
職

が
共
有
し
て
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
体
制
は
、
地
域
住
民
同
士
が

顔
と
顔
が
見
え
る
関
係
を
つ
く
り
、

地
域
内
の
福
祉
課
題
に
気
づ
く
こ
と
、

そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
専
門
職
が

連
携
す
る
こ
と
な
ど
、
活
動
を
と
お

し
て
住
民
自
身
や
地
域
の
活
力
と
な

り
、
持
続
可
能
な
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
へ
と
展
開
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
、
身
近
な
範
囲

で
感
じ
た
、「
気
に
な
る
」
や
「
こ

う
し
た
ら
い
い
な
」、「
こ
れ
い
い

ね
」
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
一
緒
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
と
お
し
て

地
域
の
み
な
さ
ん
へ
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第 5回 市 議 会

　

平
成　

年
第
5
回
市
議
会　

月
定
例
会
が　

月　

日
晶
か
ら　

月
7
日
晶
ま
で
の
8
日
間

30

12

11

30

12

の
日
程
で
開
か
れ
、
平
成　

年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど　

議
案
が
原
案
ど
お

30

21

り
可
決
さ
れ
、
専
決
処
分
1
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
緯
0
2
8
7

－　
－

7
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

88

〇
一
般
会
計

　
　

年
度
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
・
歳

30
出
を
そ
れ
ぞ
れ
1
億
1
7
1
6
万
5
千

円
増
額
し
、
補
正
後
予
算
総
額
を
1
1

5
億
8
1
7
0
万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
を
積
み
立
て
す
る
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
積
立
金
と
し
て
1
4
0
万
1

千
円
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
費

2
0
0
万
円
の
増
額
、
障
が
い
者
介
護

給
付
・
訓
練
等
給
付
費
・
障
が
い
者
療

養
介
護
医
療
費
と
し
て
平
成　

年
度
の

29

国
県
負
担
金
の
実
績
報
告
に
基
づ
く
償

還
金
1
1
9
1
万
9
千
円
、
第
2
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

に
向
け
た
経
費
2
6
9
万
5
千
円
、
私

立
保
育
園
の
園
舎
建
設
に
対
す
る
国
庫

補
助
交
付
基
準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
同
補
助
金
5
1
5
万
7
千

平
成

年
度
補
正
予
算

30

平
成　

年
度
予
算
は
7
会
計
を
補
正

30
一
般
会
計
総
額
は
1
1
5
億　

万
7
千
円
に

8170

円
の
増
額
、
私
立
保
育
園
や
認
定
こ
ど

も
園
の
施
設
型
給
付
費
に
つ
い
て
入
所

児
童
の
増
加
や
公
定
価
格
の
改
定
等
か

ら
5
3
0
2
万
7
千
円
の
増
額
、
こ
ど

も
医
療
助
成
費
6
0
0
万
円
の
増
額
、

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
費
と
し
て
新

規
就
農
者
へ
の
補
助
金
1
4
2
万
5
千

円
、
農
業
用
の
取
水
ポ
ン
プ
修
繕
や
水

路
の
補
修
等
に
つ
い
て
国
県
補
助
の
対

象
外
事
業
に
対
し
て
市
が
助
成
を
す
る

た
め
2
3
3
万
7
千
円
、
道
路
維
持
管

理
費
と
し
て
除
雪
対
策
や
道
路
補
修
・

支
障
木
の
伐
採
に
対
応
す
る
た
め
1
5

8
1
万
6
千
円
、
県
が
施
工
す
る
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
「
旭
表
地
区
」
に

つ
い
て
受
益
者
負
担
分
と
し
て
負
担
金

1
5
0
万
円
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
費
と
し
て
業
務
用
冷
凍
冷
蔵
庫
の
修

繕
の
た
め
1
0
8
万
3
千
円
の
増
額
、

8
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
農
地
お

よ
び
水
路
等
の
復
旧
に
対
し
市
単
独
災

害
復
旧
事
業
と
し
て
補
助
金
2
7
8
万

2
千
円
の
増
額
等
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出
金
と

し
て
私
立
保
育
園
の
園
舎
建
設
事
業
に

対
す
る
「
保
育
所
等
整
備
費
交
付
金
」

4
5
8
万
4
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

県
支
出
金
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
施

設
型
給
付
費
負
担
金
の
増
額
に
伴
い

「
県
施
設
型
給
付
費
等
事
業
費
補
助

金
」
を
増
額
し
ま
し
た
。

〇
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
は
、
人

事
院
勧
告
や
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

の
精
査
に
よ
り
歳
入
・
歳
出
を
そ
れ
ぞ

れ
1
6
6
万
円
減
額
し
、　

億
7
9
5

33

1
万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施

設
勘
定
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
七
合

診
療
所
の
人
件
費
お
よ
び
在
宅
酸
素
療

法
用
酸
素
供
給
装
置
の
賃
借
料
等
と
し

て
、　

万
9
千
円
増
額
し
、
6
6
8
4

93

万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者

医
療
は
、
健
康
診
査
受
診
者
の
増
加
に

伴
う
健
康
診
査
委
託
料
お
よ
び
人
間
・

脳
ド
ッ
ク
補
助
金
等
と
し
て　

万
2
千

62

円
増
額
し
、
3
億
4
9
3
3
万
6
千
円

と
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
は
、
人
事
院

勧
告
や
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
精

査
に
よ
る
減
額
、
今
後
の
各
種
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
加
を
見
込
ん
で
、

5
3
8
万
2
千
円
増
額
し
、　

億
4
8

27

4
5
万
2
千
円
と
し
ま
し
た
。
農
業
集

落
排
水
事
業
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う

人
件
費
お
よ
び
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場

通
報
装
置
の
修
繕
費
と
し
て
1
8
4
万

1
千
円
増
額
し
、
6
1
8
4
万
1
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴

う
人
件
費
お
よ
び
公
共
下
水
道
事
業
管

 
渠 
築
造
工
事
費
を
増
額
、
特
定
環
境
保

き
ょ全

公
共
下
水
道
事
業
の
事
業
精
算
に
伴

う
減
額
に
よ
る
も
の
で
、　

万
4
千
円

49

を
増
額
し
、
3
億
9
6
3
6
万
8
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
境
簡
易
水
道
増

圧
ポ
ン
プ
場
増
圧
ポ
ン
プ
1
基
の
交
換

に
伴
い
、
2
1
3
万
1
千
円
増
額
し
、

8
7
8
1
万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
平
成　

年
度
か
ら
市
の
組
織
機
構
の

31

う
ち
、「
環
境
課
」を「
ま
ち
づ
く
り
課
」

へ
統
合
す
る
等
、
事
務
分
掌
の
組
み
替

え
、
整
理
等
を
行
う
た
め
、「
市
行
政
組

織
及
び
事
務
分
掌
条
例
」
を
一
部
改
正

し
ま
し
た
。（
詳
し
く
は　

ペ
ー
ジ
を

10

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

・
特
別
職
の
報
酬
に
つ
い
て
「
教
育
委

員
会
委
員
」、「
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
」
お
よ
び
「
代
表
監
査
委
員
」
の
報

酬
額
を
引
き
上
げ
る
た
め
、「
市
非
常

勤
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま

し
た
。

条
例
の
一
部
改
正
と
廃
止
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第　

回
教
育
委
員
会
（　

月　

日
晶
）

10

10

26

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
を
承
認

○
平
成　

年
度
小
学
校
・
中
学
校
お
よ

31

び
義
務
教
育
学
校
職
員
定
期
異
動
方

針
（
案
）
を
決
定

第　

回
教
育
委
員
会
（　

月　

日
晶
）

11

11

16

○
平
成　

年
度
那
須
烏
山
市
一
般
会
計

30

（
教
育
費
関
係
）補
正
予
算（
第
3
号
）

を
決
定

○
平
成　

年
度
那
須
烏
山
市
教
育
委
員

31

会
事
務
局
等
組
織
機
構
改
革
（
案
）

を
決
定

第　

回
教
育
委
員
会
臨
時
会
（　

月　

12

11

30

日
晶
）

○
那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
職

務
代
理
者
（
岡
﨑
孝
雄
氏
）
の
指
名

を
決
定

第　

回
教
育
委
員
会
（　

月　

日
晶
）

13

12

21

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
要
保
護
お
よ
び
準
要
保
護
児
童
生
徒

の
認
定
を
承
認

○
那
須
烏
山
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

［
第
三
期
計
画
］（
案
）
を
決
定

▼
そ
の
他
の
出
席

・　

月
6
日
松
：
南
那
須
中
学
校
学
校

10祭
、
烏
山
中
学
校
文
化
祭

・　

月　

日
昌
：
塩
谷
南
那
須
地
区
教

10

10

育
委
員
会
連
合
会
定
例
会
・
研
修
会

・　

月　

日
松
：
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

10

27

開
校
式

・　

月
7
日
昌
：
栃
木
県
市
町
村
教
育

11委
員
会
連
合
会
総
会
・
研
修
会

・　

月　

日
昇
：
栃
木
県
教
育
委
員
会

11

20

教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
会

・　

月
2
日
掌
：
那
須
烏
山
マ
ラ
ソ
ン

12大
会

・　

月　

日
晶
：
中
学
生
海
外
派
遣
団

12

14

報
告
会

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

年
度
『
第
3
四
半
期
』

月
～

月

30

10

12

・
平
成　

年
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

30

「
市
長
」、「
副
市
長
」
お
よ
び
「
教
育

長
」
の
期
末
手
当
を
、
特
別
職
の
国
家

公
務
員
に
準
じ
て
引
き
上
げ
る
た
め
、

「
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
」
を
一
部
改

正
し
ま
し
た
。

・
同
じ
く
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
国
家

公
務
員
と
同
様
に
、
本
市
職
員
の
給
料
、

勤
勉
手
当
お
よ
び
日
直
手
当
を
引
き
上

げ
る
た
め
、「
市
職
員
給
与
条
例
お
よ

び
市
診
療
所
医
師
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
平
成　

年
3
月
の
「
市
税
条
例
等
の

29

一
部
改
正
」
に
よ
り
、
新
た
に
設
け
ら

れ
た
平
成　

年　

月
1
日
か
ら
の
軽
自

31

10

動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
「
非
課
税
」

お
よ
び
「
課
税
免
除
」
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
所
要
の
規
定
の
追
加
を
す
る

た
め
、「
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・「
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域

に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性

化
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
伴

い
、「
市
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る

地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
お
よ

び
活
性
化
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正

し
ま
し
た
。

・「
介
護
保
険
法
施
行
規
則
」の
一
部
改

正
に
よ
り
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の

定
義
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

「
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す

る
基
準
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、「
市
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す

る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・「
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、「
市
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
等
に

関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府

令
」
の
施
行
に
伴
い
、
受
給
資
格
等

の
確
認
の
方
法
に
関
し
て
、「
市
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま

し
た
。

・「
旅
館
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、
文
言
が
一

部
変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
市
美

し
く
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
関
す

る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
平
成　

年
4
月
1
日
に
予
定
し
て

31

い
る
「
簡
易
水
道
事
業
」
の
「
水
道

事
業
」
へ
の
統
合
に
伴
い
、「
市
水
道

事
業
設
置
及
び
経
営
基
本
条
例
」
を

一
部
改
正
し
、
併
せ
て
「
市
簡
易
水

道
事
業
設
置
及
び
経
営
基
本
条
例
」

を
廃
止
し
ま
し
た
。

・
昭
和　

年
の
開
設
以
来
、
高
齢
者

48

の
憩
い
の
場
と
し
て
役
割
を
果
た
し

て
き
た
初
音
の
老
人
憩
の
家
「
や
す

ら
ぎ
荘
」
の
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成

　

年
4
月
1
日
付
け
で
用
途
廃
止
す

31る
た
め
、「
市
老
人
憩
い
の
家
設
置
、

管
理
及
び
使
用
料
条
例
」
を
廃
止
し

ま
し
た
。

・
市
道
上
で
の
倒
木
に
よ
り
発
生
し

た
車
両
事
故
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償

の
額
を
決
定
し
、
和
解
す
る
こ
と
を

議
決
事
項

・
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に

関
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

そ
の
他

議
決
し
ま
し
た
。

・
市
議
会
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
陳

情
書
「
難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
改
善

を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
つ
い

て
」
と
「
患
者
負
担
を
増
や
さ
な
い
こ

と
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
」
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

子どもたちの未来のために。
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　今年で14回目を迎えた「那須烏山マラソン
大会（同実行委員会主催）」が12月　日(日)、保2
健福祉センターを発着点に開かれ、全国から
訪れたマラソン愛好者1732人が冬の那須烏山
路を駆け抜けました。
　当日は、ウォーキング、ハーフマラソン、
　キロ、　 キロ、　 キロ、親子マラソンが順5 3 2
次スタート。それと同時に那須烏山ふるさと
太鼓保存会による威勢の良い太鼓の演奏がラ
ンナーを送り出しました。また、会場では、
恒例の食生活改善推進団体連絡協議会の皆さ
んにより、「豚汁」約2000食が振舞われ、走り
終えたランナーの疲れを癒しました。
　ハーフマラソン一般男子で優勝した小堀佑
真さんは、「　連覇をすることができて嬉し2
い。次の大会に向け、練習をしていきたい」
と話していました。また、ハーフマラソン一
般女子で優勝した亀井ひさえさんは、「きれ
いな景色を見ながら楽しく走ることができた。
また来年も参加したい」と話していました。
　今大会の結果は、左記のとおりです。

1732人のランナー駆け抜ける
第14回那須烏山

マラソン大会⑨̝ 

①̝ 

②̝ ③̝ 

④̝ ⑤̝ 

⑥̝ ⑦̝ ⑧̝ 

①ハーフマラソンのスタート
②手をつないでゴール　③ラ
ンナーが那須烏山路を駆け抜
ける　④大金吊り橋を渡るラ
ンナー　⑤親子でスタート
ダッシュ　⑥ハーフマラソン
の折り返し地点　⑦給水所で
水分補給　⑧温かい豚汁はラ
ンナーに大好評　⑨完走しま
した！　⑩ふるさと太鼓保存
会による演奏　



部門別上位入賞者

3つの園の

生活発表会の様子を

写真で紹介します。

④̝ 

①̝ 

②̝ ③̝ 

幼稚園・保育園

生活発表会

広報なすからすやま ２０１9.19

⑩̝ 

■　キロコース2
【小学　･　年生男子】①関根慶（千葉県）新②渡部智義5 6
（埼玉県）③安濃佑真（福島県）
【小学　･　年生女子】①佐藤舞歩（福島県）②渡辺奈菜5 6
（大田原市）③大金ゆい（宇都宮市）
【親子（幼児～小学　年生）】①笠井直也･望愛（宇都宮2
市）②岡美佳･琉輝亜（上境）③和久大介･葵波（下川井）
【親子（小学　･　年生）】①倉持義彦･晴天（宇都宮市）3 4
②若山博彰･碧紀（さくら市）③板橋哲雄･久遠（藤田）
■　キロコース3
【中学生女子】①宮下麗美（芳賀町）新②大嶋妃奈乃
（小山市）③吉葉咲良（八ヶ代）
【一般女子】①藤田陽子（福島県）②村瀬慶子（高根沢
町）③大森沙織（小倉）
【男子全般】①亀井大生（宇都宮市）②柳田尚皓（福岡）
③宮下瞬（芳賀町）
■　キロコース5
【中学生男子】①河原蒼（上境）②藤田アトム（大田原
市）③安江悠登（埼玉県）
【一般男子39歳以下】①各和芳幸（上境）②渡邉海人
（鴻野山）③舘慶輔（福島県）
【一般男子40歳以上】①大久保茂（益子町）②猪野卓也
（福岡）③福田真樹（日光市）
【一般女子39歳以下】①高岡明日香（茨城県）②植木遥
香（鹿沼市）③木下瑠菜（東京都）
【一般女子40歳以上】①豊田純（芳賀町）②小松原美貴
（南　丁目）③安藤富美子（大田原市）1
■ハーフマラソン
【一般女子高校生以上】①亀井ひさえ（宇都宮市）②浜
中敬子（千葉県）③佐藤由香（宮城県）
【一般男子高校生～39歳以下】①小堀佑真（大里）②福
田純生（日光市）③露久保杏弥（那珂川町）
【一般男子40～49歳以下】①河和健冶（那珂川町）②
大久保幸夫（埼玉県）③室井克彦（小山市）
【一般男子50～59歳以下】①佐竹康博（東京都）②木
曽哲男（茨城県）③高坂治彦（福島県）
【一般男子60歳以上】①渡邉良勝（宇都宮市）②東爪完
治（那須塩原市）③渡辺修（福島県）
■ウォーキング…タイム計測なし
※敬称略、「新」は大会新記録

⑤̝ 

⑥̝ 

①②つくし幼稚園、
③④すくすく保育園、
⑤⑥烏山保育園。
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ヵ
国　

人
が
交
流
！

10

92

国
際
交
流
ク
リ
ス
マ
ス
会

〇
南
那
須
庁
舎
市
民
課
で
は
税
証
明
発

行
業
務
の
取
り
扱
い
が
無
く
な
り
ま

す
。

※
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
戸
籍
謄
抄
本

等
の
証
明
書
の
発
行
は
、
従
来
ど
お

り
、
烏
山
・
南
那
須
両
庁
舎
で
取
り

扱
い
ま
す
が
、
税
証
明
は
、
烏
山
庁

舎
税
務
課
の
み
の
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す
。

※
公
金
収
納（
納
税
等
）は
、
従
来
ど
お

り
南
那
須
庁
舎
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。

（
納
期
限
内
の
納
付
書
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。）

〇
「
南
那
須
庁
舎
市
民
課
総
合
窓
口
グ

ル
ー
プ
」
は
、「
市
民
課
南
那
須
分

室
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

○
窓
口
延
長
は
、
毎
週
木
曜
日
（
午
後

5
時　

分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
）
に

15

烏
山
庁
舎
お
よ
び
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
い
、
南
那
須
庁
舎
で
は
行

い
ま
せ
ん
。

烏
山
庁
舎
（
市
民
課
・
税
務
課
・
会
計

課
）

・
住
民
票
写
し
、
戸
籍
謄
本
・
戸
籍
抄

　

本
等
の
交
付

・
印
鑑
登
録
お
よ
び
登
録
証
明
書
の
交

　

付
・
戸
籍
届
出
受
領

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付

・
各
種
医
療
費
助
成
申
請
受
付

・
納
税
証
明
書
等
各
種
税
証
明
書
交
付

・
税
等
の
納
付
書
の
再
発
行

・
各
種
公
金（
水
道
料
金
を
含
む
。）の

　

収
納

【
注
意
】
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

・
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民
異
動

・
健
康
保
険
・
年
金
の
異
動

・
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
の
受
付

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉
課
・

こ
ど
も
課
）

・
各
種
医
療
費
助
成
申
請
受
付

・
各
種
医
療
費
助
成
登
録
・
変
更
申
請

受
付

・
児
童
手
当
・
特
例
給
付
認
定
請
求
受
付

・
児
童
手
当
額
改
定
請
求
受
付

・
保
育
料
の
納
付
書
再
発
行

交
流
を
深
め
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
。

　
　

月　

日
昌
、
市
国
際
交
流
協
会

12

12

（
束
原
民
範
会
長
）
に
よ
る
「
第　
13

平
成　

年
4
月
1
日
か
ら

31
市
役
所
の
組
織
再
編
・
業
務
が
変
わ
り
ま
す

　

組
織
機
構
の
ス
リ
ム
化
・
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
4
月
1
日
か
ら
市
役
所
の
組
織

再
編
・
業
務
が
変
わ
り
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

課
局
数
を
絞
り
、
1
課
1
グ
ル
ー
プ

の
小
規
模
課
は
統
合
を
検
討
す
る
と
し

た
今
回
の
組
織
機
構
再
編
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
、「
環
境
課
」
を
「
ま
ち
づ
く

り
課
」
に
統
合
し
、「
文
化
振
興
課
」
を

「
生
涯
学
習
課
」
に
統
合
し
ま
す
。
今

回
の
統
合
に
よ
り
、
現
在
あ
る　

課
局

17

は
、　

課
局
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

15
■
組
織
再
編

〇
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
事
務
を

「
ま
ち
づ
く
り
課
」
か
ら
「
生
涯
学

習
課
」
へ
移
管
し
ま
す
。

〇
人
権
・
更
生
保
護
・
市
民
相
談
に
関

す
る
事
務
を
「
ま
ち
づ
く
り
課
」
か

ら
「
市
民
課
」
へ
移
管
し
ま
す
。

〇
ふ
る
さ
と
大
使
に
関
す
る
事
務
を

「
総
務
課
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
課
」

へ
移
管
し
ま
す
。

〇
結
婚
相
談
所
お
よ
び
結
婚
推
進
員
に

関
す
る
事
務
を
「
生
涯
学
習
課
」
か

ら
「
こ
ど
も
課
」
へ
移
管
し
ま
す
。

■
事
務
の
移
管

■
南
那
須
庁
舎
の
窓
口
業
務

回
国
際
交
流
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
が
、
風

月
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
、
日

本
を
含
む　

ヵ
国　

人
が
参
加
し
ま
し

10

92

た
。

　

当
日
は
、
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
フ

ラ
メ
ン
コ
B
B
に
よ
る
発
表
や
矢
崎
部

品
㈱
栃
木
工
場
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
民
族
舞
踊
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
を
し
た

り
、「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」
や
「
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
」、「
き
よ
し
こ
の
夜
」
な
ど
の

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
み
ん
な
で
歌
っ

た
り
と
、
参
加
者
は
異
文
化
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　清水川せせらぎ公園にこれまで設置し
ていた、木造複合遊具が老朽化したこと
により、新たに　つの遊具を設置しまし2
た。どちらも、遊び方を限定しない子ど
もたちの想像力を刺激する遊具となって
います。ぜひ、楽しく遊びましょう。

清水川せせらぎ公園
遊具リニューアル！

■
窓
口
延
長
の
見
直
し
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　国民健康保険加入者が病気や怪我をした場合、病院な
どの窓口で保険証を提示すれば、診察・治療などの医療
サービスに保険が使えます。そのような医療サービスに
訪問看護があることをご存じですか？
　今回は、訪問看護を利用する場合の手続きなどを紹介
するとともに、本当に医療を必要とする人が安心して医
療を受けられるよう、医療費を大切にするポイントをご
説明します。

◆訪問看護とはどのようなものですか？
　病気や障がいを持った人が、住み慣れた地域や家庭で主
治医の指示書のもとにその人らしい療養生活が送れるように
支援するサービスです。
◆訪問看護を利用する場合は？
　主治医に訪問看護の申し込みをすると、そこから訪問
看護ステーションなどへ指示が行きます。患者さんは、
主治医に渡された指示書と保険証を訪問看護ステーショ
ンなどに提出すれば医療サービスを受けることができま
す。かかったサービス料金の自己負担額は、病気や怪我

シリーズ 

　今回は、入居期間中のトラブルについて、事例を基に
知っておきたいポイントを紹介します。

【事例　】契約終了の　か月前に、貸主より自分の息子1 6
夫婦を住まわせるので、契約の更新はしないと言われま
した。更新を希望しているのですが、出ていかなければ
ならないのでしょうか。

　契約の更新は、双方の契約継続の合意により更新手続
きが行われるのが通常です。貸主が更新を拒絶するには、
「正当事由」等一定の厳しい要件が必要になり、「息子夫
婦を住まわせるため」という理由だけでは、正当事由が
あるとはいえず、借主は契約を更新することができます。

【事例　】先日の大雪で、雨どいが壊れてしまいました。貸2
主に修繕を依頼しましたが、なかなか直してくれません。

　貸主は、賃貸物件について、借主の居住に必要な修繕
をする義務を負っています。借主は、賃貸物に修繕を要
する不具合を発見した場合は、貸主に通知する義務があ
ります。貸主に修繕を求めても行うべき修繕をせず借主
が自分の費用で修繕したような場合は、必要費としてそ
の費用を貸主に請求することができます。

【事例　】先月の賃料を滞納したところ、貸主より契約3
を解除するとの通知がありました。今月、　 か月分をま2
とめて支払うつもりで用意していますが、契約は解除さ
れてしまうのでしょうか。

　借主の　、　 か月の賃料滞納をもって直ちに契約を解1 2
除することは通常認められません。しかし、賃料の滞
納・未払いは最大の契約違反行為ですので、　 か月以上3
に渡り継続的に賃料を滞納している等の場合には、貸主
からの契約解除が認められる可能性が高くなります。や
むを得ない事情により期日までに支払いができない場合
は、貸主に事情を話して事前に了解を得ておきましょう。
　また、転勤等で急に引っ越すことになった場合でも、
借主は当然に中途解約できるわけではありません。中途
解約ができる特約があってはじめて中途解約ができるこ
とになり、特約のない契約の場合、契約の残存期間の賃
料について、原則支払義務があります。ほとんどの契約
書には、①　か月前に通知するか、②　か月分の賃料を1 1
支払うこと（もっとも　か月とは限りません）により解1
約できる旨を定めた特約がつけられています。

消費者コラム㉒ 消費者ほっと樺らいふナビ 賃貸住宅の契約②借りたあと

Part　9在宅医療のあれこれ

で医療機関にかかった場合と同様です。
◆訪問看護では、具体的にどんなサービスが受けられま 
　すか？
　看護師や理学療法士などによる、清拭・洗髪、床ずれの
処置、体位交換、カテーテルなどの管理、リハビリテーショ
ン、食事・排泄の介助、家族の介護指導などです。
◆医療費を大切にするポイントは？
　みなさん一人ひとりが医療費に関心を持ち、大切に使
うよう心がけることが重要なポイントです。特に、次の
①から④のことをご留意ください。
　①「かかりつけ医」を持ち 
　　ましょう
　②「重複受診」はやめましょう
　③「薬のもらいすぎ」はや
　　めましょう
　④ジェネリック医薬品（後発医薬品）を利用しましょう
　
　この他にも、ご不明な点がある場合は、市民課国保医
療グループにご相談ください。

那須烏山市消費生活センター　緯0287−83−1014
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◎基本は…　日　食、「主食」はしっかり、「主菜」は適量、「副菜」はたっぷり。間食（おやつ）では、牛乳・乳製品、1 3
果物を取り入れて、食事のバランスをとりましょう。

妊娠前から食生活の見直しを！

【葉酸のススメ】～妊活中・妊娠中の人へ～
　葉酸は、一般的には貧血予防の効果があると知られ、中でも成長期（18歳頃まで）の貧血予防や、健やかな成長の
ためにも必要です。最近では、脳卒中や認知症・うつ病予防にも有効と言われてきています。さらに、赤ちゃんの正
常な発育やお母さんの体調管理にも重要、特に「妊娠を考えている人・妊娠中の人」に知ってほしい情報です。

　細胞や血液を作る大切な栄養素です。ビタミンB群
の1種で、ほうれん草から発見され、緑の葉ものに多く
含まれるので、「葉（っぱの）酸」と名づけられました。

◎葉酸って何？
①赤ちゃんの神経管閉鎖障害のリスクが低くなる
②赤ちゃんの成長を促す
③お母さんの貧血や流産・早産、妊娠高血圧症候群を予防

◎なぜ必要？葉酸摂取の効果

※　通常の食事に加え、葉酸1
が強化された食品やサプ
リメントなどからとることが
望ましいとされています。

■詳細は、かかりつけ医またはこども課母子保健グループ緯0287−88−7116まで

◎葉酸たっぷりの食べ物（100g当たり）　～七訂　食品成分表より～
・納豆（120μg）
・きな粉（220μg）
・炒りごま（150μg）
・くるみ（91μg）
・焼きのり（1900μg）

・ほうれん草・葉（110μg）
・いちご（90μg）
・アボカド（84μg）
・卵黄・ゆで（110μg）
　全卵・ゆで（35μg）

・えだまめ（さやなし）・ゆで（230μg）
・モロヘイヤ・ゆで（67μg）
・アスパラガス・ゆで（180μg）
・ブロッコリー・ゆで（120μg）
・オクラ・ゆで（110μg）

　葉酸は水に溶けやすく熱に弱いので、「さっとゆでる」「ゆでずに軽く蒸す」など、食べ方を工夫すればより多く
とることができます。

ママと赤ちゃんの
エネルギーになる

ごはん、パン、麺

主　食

血・肉・骨など
体を作るもと

肉、魚、卵、
大豆料理

主　菜

牛乳、乳製品/果物：ビタミン、ミネラル、カルシウムが豊富
＋プラス

体の調子を整える
大切な栄養素

野菜、きのこ、
いも、海藻料理

副　菜 鉄 カルシウム

葉酸 DHA

　おいしい食べ物をたくさん食べるこの季節に、読んでいただきたい食生活の情報（プラスα）をお伝えします！

なぜ「妊娠前から」？

◎どのくらいとればいいの？　～日本人の食事摂取基準（2015版）より〈推奨量〉～
　日240μg1一般的に…成人男性・女性
通常の食事＋　日400μg  ※11妊娠　か月以上前から妊娠　か月まで1 3
　日480μg （通常＋240μg）1妊娠　か月から出産まで3
　日340μg （通常＋100μg）1授乳中のお母さん

［厚生労働省推奨］
　　日当たりの摂取上限は1000μgです。多ければいいというものではありません。1
　サプリメント等を活用する場合は、必ず400μg／日のものを選びましょう。

※μgは、100万分の　gです。1
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月　

日
昭
、
市
と
那
須
烏
山
市
認

11

22

知
症
連
携
推
進
協
議
会
（
杉
浦
啓
太
会

長
）、
在
宅
医
療
介
護
推
進
連
携
事
業

（
鮎
み
の
会
）
に
よ
る
、「
第
7
回
介
護

予
防
大
会
」
が
烏
山
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
地
域
住
民
1
2
1
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
と
と
も
に
、
認

知
症
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
の
た

め
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
連
携

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
第
1
部
と
し
て
、
平
成

　

年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
認
知

20症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講
者

が
今
年
6
月
、
累
計
5
0
0
0
人
を

突
破
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
感
謝
状

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
優
良
団
体

烏
山
信
用
金
庫
、
南
那
須

中
学
校
、
神
長
サ
ロ
ン
、

上
谷
浅
見
サ
ロ
ン
、
小
木

須
サ
ロ
ン
、
上
川
井
ふ
れ

あ
い
の
里
、
下
川
井
ふ
れ

あ
い
の
里

■
5
0
0
0
人
達
成
団
体

烏
山
小
学
校

　

第
2
部
で
は
、映
画「
ケ

ア
ニ
ン
～
あ
な
た
で
よ

か
っ
た
～
」
が
上
映
さ
れ
、

参
加
者
は
認
知
症
と
の
付

き
合
い
方
や
地
域
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

優良団体へ感謝状を贈呈。

中
学
生
と
高
校
生　

人
が

33

石
巻
市
で
被
災
者
と
交
流
深
め
る

　

市
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

龍
J
I
N
（
小
堀
惠
美
子
代
表
）
と
中

学
生
、
高
校
生　

人
が　

月　

日
松
、

33

11

17

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県
石

巻
市
の
復
興
住
宅
な
ど
を
訪
れ
、
被
災

者
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ー
ム
が
毎
年
、
希
望
者
を
募
り
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
仙
台
市
荒

浜
小
の
震
災
遺
構
を
見
学
後
、
石
巻
市

門
脇
の
復
興
住
宅
を
訪
れ
、
集
会
所
に

集
ま
っ
た
被
災
者　

人
と
合
唱
し
た
り
、

40

自
分
た
ち
で
制
作
を
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア

を
使
い
「
山
あ
げ
祭
」
の
紹
介
を
し
た

り
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　

烏
山
中
2
年
の
吉
田
真
紘
さ
ん
は
、

「
山
あ
げ
祭
の
準
備
は
大
変
だ
っ
た
け

ど
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら

笑
顔
で
助
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
」。

南
那
須
中
3
年
の
石
川
舞
さ
ん
は
、

「
復
興
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
く
被
災

者
の
悲
し
み
が
消
え
て
い
な
い
と
感
じ

た
。
今
回
の
経
験
を
生
か
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ミニチュアで山あげ祭を紹介する参加者。

突
然
死
を
防
ぐ
た
め
に

南
那
須
地
域
医
療
を
守
る
講
演
会

　
　

月
2
日
掌
、
南
那
須
地
域
医
療
を

12
守
る
会
（
本
間
真
二
郎
代
表
）
と
バ
イ

エ
ル
薬
品
株
式
会
社
に
よ
り
、
脳
卒
中

に
よ
る
突
然
死
予
防
に
関
す
る
講
演
会

が
南
那
須
公
民
館
で
開
か
れ
、
地
域
住

民
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

80

　

講
演
会
で
は
、
第
一
部
で
那
須
南
病

院
の
宮
澤
保
春
院
長
に
よ
り
、
脳
卒
中

な
ど
で
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
生
活
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
那
須
南
病
院
の
役
割

な
ど
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
第
二
部

で
は
、
自
治
医
科
大
学
内
科
学
講
座
神

経
内
科
学
部
門
の
藤
本
茂
主
任
教
授
を

迎
え
、
脳
卒
中
の
種
類
や
症
状
、
ま
た
、

脳
卒
中
を
防
ぐ
た
め
に
す
る
べ
き
こ
と

や
万
が
一
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
治

療
の
方
法
な
ど
の
講
話
が
あ
り
、
参
加

者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
事
務
局
の
城
所
潔
さ
ん
は
、

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
色
々
な
企
画
を
考
え
て
行
き
た
い

の
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

宮澤院長宮澤院長。。

藤本主任教授藤本主任教授。。

認知症サポーター養成講座

受講者5000人達成

第　回7
介護予防大会
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市
内
で
飲
食
店
を
経
営
す
る
笠
井
さ
ん
が

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
調
理
業
務
功
労
者
賞
を
受
賞

　

市
内
で
飲
食
店
を
経
営
す
る
笠
井
一

男
さ
ん
（
旭
1
丁
目
）
が
調
理
師
法
施

行　

周
年
記
念
全
国
大
会
で
厚
生
労
働

60
大
臣
表
彰
調
理
業
務
功
労
者
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

笠
井
さ
ん
は
、　

歳
の
時
に
調
理
師

15

免
許
を
取
得
。
同
時
に
（
公
社
）
全
日

本 
司 し 
厨 ちゅう 
士 
協
会
に
入
会
し
ま
し
た
。　

し

23

歳
の
時
に
開
業
し
、
以
来
、
衛
生
管
理

や
地
産
地
消
料
理
の
提
供
、
食
育
の
推

進
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

長
年
に
わ
た
り
、
同
協
会
栃
木
県
本
部

役
員
と
し
て
県
本
部
の
活
動
に
貢
献
し練習の成果を披露する合唱団体のみなさん。

て
き
ま
し
た
。
那
須
烏
山

市
飲
食
組
合
に
お
い
て
も

毎
年
、
福
祉
施
設
で
食
事

を
提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を　

年
間
続
け
て

25

お
り
、
地
域
に
も
貢
献
し
、

平
成　

年
に
は
同
協
会

29

「
名
誉
司
厨
士
の
証
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

笠
井
さ
ん
は
、「
地
産
地
消
に
長
年

こ
だ
わ
り
仕
事
を
し
て
き
た
の
で
、
成

果
を
認
め
ら
れ
、
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
よ
か
っ
た
。
今
後
は
、
子

ど
も
た
ち
に
食
育
の
推
進
活
動
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

表彰を受けた笠井さん表彰を受けた笠井さん。。

な
す
か
ら
市
民
合
唱
祭

合
唱
団
体
が
練
習
の
成
果
を
披
露

　
　

月
2
日
掌
、「
な
す
か
ら
市
民
合

12
唱
祭
」
が
同
実
行
委
員
会
（
村
上
和
男

実
行
委
員
長
）
に
よ
り
烏
山
公
民
館
で

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
合
唱
団
体
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
お
互
い
に
華
麗
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
披
露
す
る
こ
と
で
、
市
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、「
歌
え
バ
ン
バ
ン
」、「
コ
ー

ル
烏
山
」、「
歌
う
友
の
会
」、「
N
・
K
音

楽
工
房
」、「
唱
和
な
で
し
こ
」、「
沙
羅

混
声
合
唱
団
」
の
市
内
全
合
唱
団
体

が
参
加
。「
夕
焼
け
小
焼
け
」
や
「
み

ん
な
が
み
ん
な
英
雄
」、「
少
年
時

代
」
な
ど　

曲
を
披
露
し
、
約
2
5

16

0
人
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
の
最
後
に
は
、
発
表
団
体

と
来
場
者
で
「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱

を
し
、
美
し
い
歌
声
が
公
民
館
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

　

村
上
実
行
委
員
長
は
、「
こ
の
合

唱
祭
を
と
お
し
て
合
唱
を
楽
し
く
聞

い
て
も
ら
い
、
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
開
催
し
た
。

少
し
で
も
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

J
R
烏
山
線
の
利
用
向
上
や
市
民

同
士
の
交
流
を
図
ろ
う
と
、「
第　
11

回
那
須
烏
山
市
民
号
」
が
2
泊
3
日

の
2
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
掌
か
ら　

日
昇
ま
で
の

10

21

23

「
紅
葉
の
名
所
『
子
安
峡
』
日
本
百

景
の
海
岸
景
勝
地
『
笹
川
流
れ
』
三

神
合
祭
殿
再
建
2
0
0
年
『
羽
黒
山

五
重
塔
特
別
拝
観
』
名
湯
め
ぐ
り
3

日
間
」
の
旅
に
は　

人
が
参
加
。　

28

11

月　

日
昭
か
ら　

日
松
ま
で
の
「
紅

15

17

葉
の
東
福
寺
・
天
橋
立
・
永
平
寺
2

泊
3
日
の
旅
」
に
は　

人
が
参
加
し
、

52

観
光
名
所
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

最
高
齢
の　

歳
で
参
加
し
た
、
海

92

老
根
昭
二
さ
ん
（
初
音
）
は
、「
参

加
者
と
仲
良
く
旅
が
で
き
た
の
で
い

い
思
い
出
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
野
交
通
烏
山
旅
行
セ
ン

タ
ー
所
長
で
市
民
号
添
乗
員
の
田
代

二
郎
さ
ん
（
金
井
1
丁
目
）
は
、「　
91

歳
と
な
り
ま
し
た
が
、
体
力
の
続
く

限
り
お
客
さ
ん
と
の
会
話
を
楽
し
み

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

名湯めぐ名湯めぐりり　日間に参加したみなさん日間に参加したみなさん。。33

紅葉の東福寺・天橋立・永平紅葉の東福寺・天橋立・永平寺寺　泊泊　日の旅に参加したみなさん。日の旅に参加したみなさん。22 33

J
R
烏
山
線
利
用
向
上

市
民
号
で
優
雅
な
旅
を
満
喫
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交
通
事
故
防
止
を
啓
発

年
末
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
　

月　

日
昇
か
ら　

日
捷
ま
で
の　

12

11

31

21

日
間
、「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
」
が
行
わ
れ
、
本
市
で
も
期

間
中
に
早
朝
街
頭
指
導
を
行
う
な
ど
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
登
校
中
の
児
童
・
生
徒

に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
事
故
が
多
発
す

る
傾
向
に
あ
る
年
末
に
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
交
通
事
故
防
止
へ
の
意
識
を
高

め
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
の
運
動
は
、「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」

や
夕
暮
れ
が
早
い
こ
と
か
ら「『
ラ
イ
ト

4
（
フ
ォ
ー
）
運
動
』
の
推
進
」（
午

後
4
時
か
ら
の
前
照
灯
点
灯
）
な
ど
を

重
点
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
、
市
、
那
須
烏
山
警
察
署
、

11
那
須
烏
山
交
通
安
全
協
会
な
ど
約　

人
30

が
、
旭
交
差
点
で
「
特
別
街
頭
指
導
」

を
行
い
、
啓
発
チ
ラ
シ
や
反
射
材
な
ど

約
3
0
0
個
が
信
号
待
ち
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
交

通
安
全
協
会
女
性
部
会
が
手
作
り
し
た
、

交
通
安
全
祈
願
の
お
守
り
も
あ
わ
せ
て

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

交通事故防止を呼びかける川俣市長（左交通事故防止を呼びかける川俣市長（左））
と吉村警察署長（右）と吉村警察署長（右）。。

小
学
生
が
環
境
へ
の
取
り
組
み
学
ぶ

ア
キ
ュ
ム
車
内
で
出
前
授
業

を
走
る
蓄
電
池
駆
動
電
車「
ア
キ
ュ
ム
」

の
車
内
で
行
わ
れ
、
市
内
の
小
学
3
年

生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
児
童
と
保
護
者

　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

15
　

当
日
は
、
同
社
が
取
り
組
む
省
エ
ネ

や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
紹
介
の
後
、

ア
キ
ュ
ム
車
内
で
充
電
の
仕
組
み
や
設

備
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
、
ア
キ
ュ
ム

の
魅
力
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

烏
山
小
6
年
の
尾
上
拓
未
さ
ん
（
野

上
）
は
、「
細
か
い
説
明
を
し
て
も
ら
い
、

初
め
て
知
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
掌
、
J
R
東
日
本
大
宮
支

11

25

社
に
よ
る
出
前
授
業
が
、
J
R
烏
山
線

アキュム車内で説明を受ける子どもたちアキュム車内で説明を受ける子どもたち。。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動

女
性
へ
の
暴
力
根
絶
を
ア
ピ
ー
ル

　
　

月　

日
昭
、
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

11

22

ク
タ
ー
が
市
役
所
烏
山
庁
舎
前
で
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の
た
め
の
シ
ン

ボ
ル
「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
」
を
付
け
て

登
場
し
、
来
庁
者
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶

バ
ッ
チ
を
配
布
す
る
な
ど
の
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
毎
年　

月　

日
か
ら　

日
に

11

12

25

か
け
て
行
わ
れ
る
国
の
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
に
賛
同
し
た

取
り
組
み
で
、
来
庁
者
に
運
動
の
趣
旨

や
相
談
窓
口
を
紹
介
し
ま
し
た
。

第92回

　この資料は、古墳時代後期（　世紀）の青6
銅製の鏡です。直径が　.　cmあります。東93
原古墳群の一つから偶然発見されたもので、
古墳時代の銅鏡は県内でも出土例が少なく、
完全な形であることなどからも貴重な資料です。
　指定当時は、 仿  製  四 

ぼう せい し

 獣 
じゅう

 鏡 とされていました
きょう

が、中心に近い内側に12個の珠文（小さな丸
い文様）があり、その外側には櫛の歯を 象 っ

かたど

た 櫛  歯  文 が施されていることから、現在は珠
くし ば もん

文鏡であることがわかっています。珠文鏡は、
儀式や副葬品に使われていたと考えられてい
ます。

市指定有形文化財（考古資料）

 珠  文 
じゅ もん

 鏡 
きょう

（ 東  原 古墳群出土）
とう ばら

市
役
所
前
で
の
啓
発
活
動
。
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民
俗
文
化
奉
仕
協
会
（
川
俣

仲
会
長
）
で
は
、　

月　

日
掌
、

11

11

烏
山
公
民
館
で
高
齢
者
や
勤
労

田
ん
ぼ
の
学
校 
2
0
1
8
収
穫
感
謝
祭

　
　

月
1
日
松
、
二
宮
尊
徳
の
思
想
な
ど
を
学

12
ぶ
那
須
烏
山
報
徳
会
（
大
金
正
会
長
）
で
は
、

天
性
寺
参
道
脇
の
円
応
公
園（
お
救
い
小
屋
跡
）

で　

回
目
と
な
る
「
炊
き
出
し
体
験
の
集
い
」

12
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
天
保
7
年
（
1
8
3
6
年
）
に
本

市
周
辺
で 
飢  
饉 
が
起
こ
っ
た
際
に
、
二
宮
尊
徳

き 
き
ん

の
指
導
に
よ
り
、
同
寺
参
道
脇
に
小
屋
を
建
て

て
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
で
領
民
た
ち
が
救
済

さ
れ
た
こ
と
を
追
想
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
地
域
住
民
な
ど
約　

人
が
参
加
し
、

60

か
ま
ど
で
炊
い
た
お 
粥 
や
豚
汁
で
会
食
し
ま
し

か
ゆ

た
。
ま
た
、
お
救
い
小
屋
で
炊
き
出
し
が
行
わ

れ
た
際
の
逸
話
の
紹
介
や
烏
山
語
り
の
会
に
よ

る
民
話
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

那
須
烏
山
報
徳
会

お
救
い
小
屋
跡
で

炊
き
出
し
体
験

　
　

月
1
日
松
、
志
鳥
倶
楽
部
（
滝

12
口
清
栄
会
長
）
で
は
、
志
鳥
上
公
民

館
で
「
田
ん
ぼ
の
学
校
2
0
1
8
収

穫
感
謝
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し

た
活
動
を
と
お
し
て
、
様
々
な
体
験

や
学
び
の
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
年

間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
親
子
連
れ

約　

人
が
参
加
。
化
石
、
里
山
の
生

30
き
物
お
よ
び
野
鳥
写
真
の
展
示
、
地

球
と
地
震
の
講
話
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
音
の
旅
人
く
み
∞
せ
い
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
、
も
ち
つ
き
の
ほ
か
、

昼
食
で
は
春
に
植
え
た
古
代
米
を
収

穫
し
た
ご
飯
な
ど
を
竹
の
器
で
食
べ
、

自
然
の
恵
み
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

お救い小屋跡での炊き出し体験お救い小屋跡での炊き出し体験。。

古代米に舌鼓を打つ参加者古代米に舌鼓を打つ参加者。。

　横枕青年団（生魚貴宏団長）と市結婚相談所に
よる「お笑い婚カツパーティー」が11月24日松、
横枕文化伝承センターを会場に開かれました。
　当日は、男女29人が参加。よしもとクリエイティ
ブ・エージェンシー所属のお笑い芸人「永井塁」
「ヨッシャ比留間」「DH億」「ほんでぃーの」が盛り上
げ役として登場し、参加者と一緒にジェスチャー
ゲームなどをして、会場を盛り上げました。
　最後のカップル発表では、　 組のカップルが誕4
生し、参加者から祝福されました。

　組のカップル成立！4
お笑い婚カツパーティー

会場を盛り上げる芸人会場を盛り上げる芸人。。

チャリティーショー
チャリティ発表会
自慢の歌と
　　　踊りを披露

者
の
慰
安
を
目
的
に
、
恒
例
の
「
歳
末

た
す
け
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」

を
開
き
ま
し
た
。
昨
年　

周
年
を
迎
え

40

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
も
多
く
の

出
場
者
に
よ
り
歌
や
舞
踊
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月
1
日
松
に
は
大
金
グ
ラ

12

ン
ド
ホ
テ
ル
で
那
須
烏
山
市
歌
謡
協
会

（
高
田
悦
男
会
長
）
に
よ
り
、「
チ
ャ
リ

テ
ィ
発
表
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
平

成
5
年
か
ら
続
い
て
い
る
発
表
会
は
、

今
年　

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

25

　

両
イ
ベ
ン
ト
で
の
収
益
金
は
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
、
福
祉
の

場
で
活
用
さ
れ
ま
す
。
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月　

日
掌
、
月
次
集
落
営
農
組

11

25

合
（
小
鍋
恒
男
組
合
長
）
お
よ
び
月

次
自
治
会
（
小
鍋
守
会
長
）
に
よ
る

「
月
次
秋
の
新
そ
ば
ま
つ
り
」
が
月

次
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
3
回

目
と
な
り
、
多
く
の
地
域
住
民
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
鮎
の

塩
焼
き
や
も
つ
煮
な
ど
様
々
な
模
擬

店
が
所
狭
し
と
並
び
、
訪
れ
た
人
々

は
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
　

月　

日
掌
、
神
長
そ
ば
ま
つ
り

11

18

実
行
委
員
会
（
齋
藤
照
雄
委
員
長
）

に
よ
る
「
神
長
そ
ば
ま
つ
り
」
が
神

長
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
7
回
目
と
な
る
神
長
そ
ば

ま
つ
り
。
年
々
訪
れ
る
人
が
増
え
、

今
回
は
地
域
住
民
な
ど
約
6
0
0
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、「
け
ん
ち
ん
そ
ば
」
や

「
も
り
そ
ば
」
の
ほ
か
、
地
元
で
採

れ
た
野
菜
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
各
地
で
そ
ば
ま
つ
り

た
く
さ
ん
の
地
域
住
民
で
に
ぎ
わ
う

　

里
山
大
木
須
を
愛
す
る
会
（
川
野

辺
真
代
表
）
に
よ
る
「
第　

回
大
木

25

須
新
そ
ば
ま
つ
り
」
が　

月　

日
松
、

11

24

大
木
須
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
公
園
で
開

か
れ
、
大
勢
の
来
場
者
が
名
物
の

「
け
ん
ち
ん
そ
ば
」
を
目
当
て
に
開

催
時
刻
前
か
ら
長
蛇
の
列
を
つ
く
り

ま
し
た
。

　

今
年
も
そ
ば
の
ほ
か
、
大
木
須
特

製「
芋
串
」や
地
域
お
こ
し
団
体「
ク

ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
味
噌
田

楽
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
販
売

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
烏
山
中
学
校
郷

土
芸
能
部
に
よ
る
お 
囃  
子 
が
演
奏
さ

は
や 
し

れ
、
活
気
が
み
な
ぎ
る
音
色
が
秋
の

里
山
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

新
感
覚
の
野
菜

滝
さ
ん
が
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
栽
培

神
長
そ
ば
ま
つ
り

大
木
須
新
そ
ば
ま
つ
り

神長そばまつり神長そばまつり。。

大木須新そばまつり大木須新そばまつり。。

月
次
秋
の
新
そ
ば
ま
つ
り月次秋の新そばまつり月次秋の新そばまつり。。

　

下
川
井
の
滝
峰
雄
さ
ん
は
、　
10

年
ほ
ど
前
か
ら
、「
ア
イ
ス
プ
ラ

ン
ト
」
と
い
う
野
菜
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
南
ア
フ
リ
カ
が
原
産
と

言
わ
れ
て
お
り
、
見
た
目
は
透
明

な
粒
が
表
面
に
つ
い
て
、
キ
ラ
キ

ラ
し
て
凍
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
た
め
こ
の
名
が
付
い
た
そ
う
で

す
。
塩
分
の
あ
る
土
壌
で
生
育
す

る
た
め
、
少
し
塩
味
の
あ
る
不
思

議
な
野
菜
で
す
が
、
β
カ
ロ
テ
ン

が
豊
富
で
、
ま
た
、
血
糖
値
改
善

作
用
や
肝
機
能
改
善
効
果
が
あ
る

成
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　

温
度
や
湿
度
管
理
が
難
し
い
種

か
ら
栽
培
し
て
い
る
と
い
う
滝
さ

ん
は
、「
無
農
薬
で
育
て
る
健
康
野
菜

で
す
。と
て
も
体
に
良
い
栄
養
を
含
ん

で
い
る
た
め
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

アイスプラントを栽培する滝さん夫妻アイスプラントを栽培する滝さん夫妻。。

ステージで披露された舞踊ステージで披露された舞踊。。

自慢の歌を披露自慢の歌を披露。。
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〇
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
い
つ
も
よ
り
1
週

間
ほ
ど
早
い
締
め
切
り
に
な
ん

と
か
間
に
合
い
、
新
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

〇
み
な
さ
ん
は　

月　

日（
金
）の
「
ふ
た

12

14

ご
座
流
星
群
」
見
ま
し
た
か
？
？
わ
た
し

は
9
時
半
頃
に
外
に
出
て
空
を
見
て
い
た

の
で
す
が
、
な
ん
と
！
2
個
の
流
れ
星
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た 

し
か
し
、
9

時
頃
見
て
い
た
弟
は
3
個
見
た
と
言
っ
て

い
た
の
で
わ
た
し
も
9
時
頃
見
て
い
れ
ば

と
ち
ょ
っ
ぴ
り
後
悔
し
て
い
ま
す
。

〇
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
今
月
号
で
は
那
須

烏
山
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い

て
特
集
し
ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
み
3
人

に
1
人
が
高
齢
者
と
な
り
、
人
生
1
0
0

年
時
代
が
到
来
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
た
し
か
に
わ

た
し
の
周
り
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
は
元
気
な
人
が
多
く
、「
わ
た

し
も
こ
ん
な
風
に
年
を
と
り
た
い
な
ぁ
」

と
感
じ
ま
す
。
1
0
0
歳
ま
で
長
生
き
す

る
こ
と
が
目
標
な
の
で
、
健
康
寿
命
を
延

ば
せ
る
よ
う
、
今
の
う
ち
か
ら
健
康
を

保
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

平　

野　
 
公  
実  
子 （
達
朗
・
良
枝
）初　
　

音

く 

み 

こ

大　

笹　
 
音 　
 
咲 （
弘
人
・
朱
香
）野　
　

上

う 

た

滝　

田　
　
　
 
蘭 （
勇
人
・
由
子
）金
井
1
丁
目

ら
ん

井　

上　
 
丈 　
 
輔 （ 
剛 
・真
寿
美
）南
1
丁
目

じ
ょ
う 

す
け

古　

谷　
 
颯 　
 
大 （
亮
祐
・紗
也
加
）旭
2
丁
目

そ
う 

た

澤　

村　
 
知  
都  
世 （
智
之
・亜
由
美
）横　
　

枕

ち 

と 

せ

野　

澤　
 
悠 　
 
愛 （
和
昭
・
麻
美
）月　
　

次

ゆ
い 

と

佐　

藤　
 
優 　
 
月 （
友
哉
・由
美
子
）南
大
和
久

ゆ 

づ
き

小　

口　
 
蒼 　
 
生 （
康
道
・
明
美
）城　
　

東

そ 

う

羽　

石　
 
快 　
 
聖 （
極
斗
・
京
子
）向　
　

田

か
い 

せ
い

池　

亀　
 
斗 　
 
葵 （
晃
生
・
絵
未
）上　
　

境

と 

あ

お
め
で
た

お
め
で
た

武
道
館
）

［
小
学
4
年
生
以
下
の
部
］▽
優
勝
：
高
野
大

翔（
烏
山
剣
道
）　
▽
準
優
勝
：
笠
井
雄
斗（
烏
山
剣

道
）　
▽
第
3
位
：
二
藤
部
櫂
理（
烏
山
剣
道
）、土
居

明
夫（
宏
倫
剣
道
）

［
小
学
5
・
6
年
生
の
部
］▽
優
勝
：
高
野
裕
翔

（
烏
山
剣
道
）　
▽
準
優
勝
：
小
森
咲
芽（
烏
山
剣
道
）

▽
第
3
位
：
滝
口
桃
子（
宏
倫
剣
道
）、渡
邉
錬（
宏
倫

剣
道
）

［
中
学
生
の
部
］▽
優
勝
：
相
ヶ
瀬
快（
南
那
須
中
）

▽
準
優
勝
：
北
側
雄
大（
南
那
須
中
）　
▽
第
3

位
：
青
柳
侑
晟（
南
那
須
中
）、平
野
陽
斗（
南
那
須
中
）

［
一
般
の
部
］▽
優
勝
：
大
豆
生
田
尚
彦（
滝
田
）

●
第　

回
矢
板
市
空
手
道
連
盟
選
手
権
大
会

29

（　

月　

日
晶
、矢
板
市
体
育
館
）

11

23

［
小
学
2
年
組
手
の
部
］▽
準
優
勝
：
齋
藤
陽

（
白
堊
会
空
手
道
）

［
小
学
3
～
4
年
組
手
の
部
］▽
優
勝
：
五
十

嵐
大
夢（
南
那
須
空
手
道
）

●
第　

回
四
倉
町
少
年
空
手
道
演
武
大
会

34

（　

月　

日
掌
、ク
リ
ナ
ッ
プ
井
上
記
念
体
育
館
）

11

25

［
小
学
4
年
男
子
組
手
の
部
］▽
優
勝
：
寺
澤

聖
心（
南
那
須
空
手
道
）　
▽
準
優
勝
：
五
十
嵐
大
夢

（
南
那
須
空
手
道
）

［
小
学
6
年
男
子
組
手
の
部
］▽
優
勝
：
平
野

真
広（
南
那
須
空
手
道
）　
▽
準
優
勝
：
平
野
瑛
士（
南

那
須
空
手
道
）　
▽
第
3
位
：
萩
原
琉
衣（
南
那
須
空
手
道
）

［
小
学
6
年
女
子
組
手
の
部
］▽
優
勝
：
五
十

嵐
未
来（
南
那
須
空
手
道
）

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
平
成　

年
度
秋
季
男
女
混
合
市
民
バ
レ
ー

30

ボ
ー
ル
大
会（　
月
5
日
捷
～
7
日
昌
、南
那
須
中
体
育
館
）

11

▽
優
勝
：
S
K
Y　
▽
準
優
勝
：
か
ら
～
ず

▽
第
3
位
：
四
ツ
葉

●
第　

回
関
東
甲
信
越
国
際
剛
柔
公
道
会
空

37

手
道
選
手
権
大
会（　
月　

日
掌
、古
河
市
体
育
館
）

11

11

［
小
学
2
年
男
子
組
手
の
部
］▽
第
3
位
：
荒

井
斗
真（
白
堊
会
空
手
道
）

［
小
学
1
～
2
年
女
子
組
手
の
部
］▽
第
3

位
：
大
輪
映
奈（
白
堊
会
空
手
道
）、大
輪
咲
奈（
白
堊
会

空
手
道
）

［
小
学
3
～
4
年
男
子
組
手
の
部
］▽
準
優

勝
：
五
十
嵐
大
夢（
南
那
須
空
手
道
）

●
第　

回
市
民
剣
道
祭（　
月　

日
松
、那
須
烏
山
市

13

11

17

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

小
幡
幸
一
様（
宇
都
宮
市
）か
ら
5
千
円
、
金

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

月
号　

ペ
ー
ジ
で「
平
山
清
隆（
那

12

11

須
南
森
林
組
合
代
表
理
事
）
さ
ん
」
と

あ
る
の
は
正
し
く
は
「
平
山
清
隆
（
那

須
南
森
林
組
合
代
表
監
事
）
さ
ん
」
で

す
。　

ペ
ー
ジ
で
、「
高
瀬
良
太
さ
ん
」

13

と
あ
る
の
は
、
正
し
く
は
「
高
瀬
涼
太

さ
ん
」
で
す
。
お
わ
び
し
訂
正
い
た
し

ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

●
平
成　

年
度
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

30

式（　
月
8
日
、栃
木
県
歯
科
医
師
会
館
）

11

【
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
】

［
小
学
校
の
部
］▽
入
選
：
青
木
彩
華（
荒
川
小

2
年
）、鈴
木
奏
海（
江
川
小
5
年
）

［
中
学
校
の
部
］▽
入
選
：
瓜
尾
こ
こ
な（
烏
山

中
2
年
）

【
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
】

［
小
学
校
の
部
］▽
入
選
：
川
俣
瑠
菜（
境
小
2
年
）

［
中
学
校
の
部
］▽
入
選
：
高
橋
由
衣（
烏
山
中

3
年
）

【
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
】

［
中
学
校
の
部
］▽
入
選
：
齋
藤
匡（
烏
山
中
1
年
）

●
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▽
瑞
宝
単
光
章
：
塩
田
剛（
藤
田
）

受受受受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

子
浩
様（
東
京
都
杉
並
区
） 
、
松
谷
智
恵
子
様（
東

京
都
練
馬
区
）か
ら
各
1
万
円
、
匿
名
希
望
者
様

　

人
か
ら
計　

万
1
千
円
が
本
市
に
寄
附

22

45

さ
れ
ま
し
た
。
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男
出生
転入

12,726 女
死亡
転出

12,929

人口 25,655（－32）

世帯数 9,369

35
63

16
50

19広報なすからすやま ２０１9.1

★一般図書★
『天皇交代』　　　　　　明石　元紹
『子どもの「困った」が才能に変わる本』

田嶋　英子
『おてんばシャンシャン』高氏　貴博
『作家との遭遇』　　　沢木　耕太郎
『猫も老人も、役立たずでけっこう』
　　　　　　　　　　　養老　孟司
『鼠、恋路の闇を照らす』 赤川　次郎
『静おばあちゃんと要介護探偵』
　　　　　　　　　　　中山　七里
『昨日がなければ明日もない』
　　　　　　　　　　宮部　みゆき

★児童図書★
『はじめてのお菓子レッスンBOOK』

阪下　千恵
『知ってる？郵便のおもしろい歴史』
　　　　　　　　　　　郵政博物館

『オリンピックものしりチャンピオン』
くもん出版

『シロクマが空からやってきた！』
　　　　　　　　マリア　ファラー
『おじいちゃんがペンギンやったとき』

モラグ　フッド
★CD★

『Love Collection　～pink～』2
西野　カナ

『スキマノハナタバ』スキマスイッチ
『グッドラックトラック』
　　　　　　　　　竹原　ピストル
『うたいろ』　　　　　　吉岡　聖恵
『桂歌丸名演集』　　　　　桂　歌丸
『北島三郎の魂（こころ）』北島　三郎
『女の艶歌』　　　美空　ひばりほか
『BDZ　TWICE　JAPAN　　st　1
ALBUM』　　　　　　　　TWICE

俳　

句

水
野　

信
一　

選

芸
コ
ー
ナ
ー

芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

 
大  
雪 
の
薄
き
陽
の
射
す
陶
器
市

た
い せ
つ

佐
藤　

亮
子（　

旭　

）

豊
年
を
弓
矢
に
託
し
吉
備
団
子

西
森　

一
雄（
南
大
和
久
）

山
里
の
廃
屋
お
ほ
し
冬
ざ
る
る

塩
坂
美
枝
子（
南
大
和
久
）

城
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
や
秋
茜

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

お
互
い
の
近
況
語
る
長
電
話

石
川
由
美
子（
興　

野
）

一
本
の
糸
が
繋
い
だ
君
と
僕 

五
月
女
佳
子（
谷
浅
見
）

格
安
の
指
輪
の
メ
ッ
キ
す
ぐ
に
は
げ

樋
山　

隆（
向　

田
）

ハ
ト
ポ
ッ
ポ
習
っ
た
昭
和
カ
タ
カ
ナ
語

小
川　

昌
子（
向　

田
）

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

四
世
代
揃
っ
て
祝
う
新
年
よ
曽
孫
の
笑
顔
に
未
来
託

せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
澤　

紅
月（　

南　

）

退
院
の
友
へ
祝
い
の
ベ
ス
ト
編
む
明
る
い
色
に
未
来

を
込
め
て　
　
　
　
　
　
　

古
内　

晴
代（
金　

井
）

億
万
の
大
枚
老
い
て
な
に
せ
む
に
く
じ
の
売
り
場
を

足
早
に
過
ぐ　
　
　
　
　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

元
気
で
い
る
と
な
ぜ
に
急
ぐ
か
ま
わ
り
皆
先
立
ち
余

生
さ
み
し
く
な
り
ぬ　
　
　

平
野
フ
ミ
子（
向　

田
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

高校生、社会人、シニア英会話＆英検
  　～　月　無料体験レッスンがあります。1 4
  　/20まで入学金　円、授業料5,000円～6,000円（税別）4 0
  初心者から高いレベルの方まで学べます。
  英会話講師はダーク・ブレイスです。（日本語も分かります）
  英検担当はブレイス　恵美子です。（英会話受講生対象）
  那須烏山市金井1－5－16　TEL0287－82－3770  

ECC　烏 山 教 室
ABC

ABC

英語・英会話・英検／算数・数学／（　才～中　）3 3

ECC　烏 山 教 室
  　～　月　無料体験レッスンがあります。1 4
  2019年度・新規募集は　才児から小学　年生までです。3 3
  インスタグラム → ecckarasuyamaをご覧ください。
  講師　ダーク・ブレイス　　ブレイス　恵美子
  那須烏山市金井1－5－16
　 （烏山みどり幼稚園・阿久津クリニックさんの近く）
TEL0287－82－3770・090－4204－7540（恵美子）

ABC



〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑬
〜

シリーズシリーズシリーズ 烏山高校ってこんなところ！山山山山 校っっっってててててててここここここここんんんんんんんんんんなとととととととととととこここここここころろろろろろろろ烏山高校ってこんなところ！～地域連携活動編⑨～！～～～～～～～～～～地地地地地地地地地地域域域域域域域域連連連連連連連携携携携携携携活活活活活活活動動動動動編編編編編編⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨～～～～～～～～地域連携活動編⑨～～地域連携活動編⑨～
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2019.1
－
 N
o.160 －

な
す
か
ら
す
や
ま

広報
〒
3
2
1－

0
6
9
2

栃
木
県
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号

編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

烏山学＋（プラス）

21

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

で
は
標
高
1
2
0
〜
1
7
0
m
と
低

い
地
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
地
形
的
・
気
候
的
条
件
が
適
し
て

い
た
こ
と
で
、
氷
河
期
の
終
わ
り
頃

に
南
下
し
た
ブ
ナ
が
、
現
在
ま
で

残
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

生
育
環
境
の
ち
ょ
っ
と
し
た
違
い

で
、
そ
こ
に
存
在
す
る
植
物
も
変
わ

り
ま
す
。
気
候
変
動
の
変
遷
を
今
に

伝
え
る
動
植
物
が
今
も
生
き
残
る
な

ど
、
魅
力
的
な
自
然
環
境
が
本
市
に

は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

藤
田
地
区
を
流
れ
る
荒
川
右
岸
の

北
向
き
の
斜
面
に
は
、
1
株
の
根
元

か
ら
複
数
の
幹
が
生
じ
る
、「
株
立

ち
」
の
ブ
ナ
が
生
育
し
て
い
ま
す
。

本
来
は
1
本
立
ち
で
成
長
し
ま
す
が
、

里
山
の
薪
炭
利
用
に
よ
り
若
い
う
ち

に
伐
採
さ
れ
、
特
殊
な
形
態
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
ブ
ナ
（
橅
）」
は
、
日
本
の
温
帯

林
を
代
表
す
る
樹
木
で
、
本
州
中
部

で
は
標
高
1
0
0
0
〜
1
5
0
0
m

に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
藤
田
地
区
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　昨年度から烏山高校では、市の課題を取り上
げ、市内でフィールドワークを行うことで地域
への理解を深めることを狙いとした「烏山学」
が行われています。今年度からは、地域課題解
決のための県外における先進的実践事例を知り、
市が抱える現状と比較することで地域への理解
をさらに深めることを目的として、　 年生を対2
象とした「烏山学＋（プラス）」が始まりました。
フィールドワークでは、プログラムごとに栃木
県内外の様々な場所を訪れ学習を行いました。今
月号では、活動に参加した生徒の声を紹介します。

生̝ 徒̝ の̝ 声̝ 　　年　佐藤　悠人さん（小木須）2
　私は、プログラム「ジオパーク構想」を選択しました。このプログラムでは、福島県にあるジオパークの 磐  梯  山 に

ばん だい さん

関して学習を行いました。
　フィールドワークでは、実際に磐梯山に登り、ガイドからどのようにして磐梯山が今の形になったのかという話や、
ジオパークとして登録されるまでの流れについての話を聞きました。非常に強い酸性の沼である「 銅  沼 」についての

あか ぬま

紹介や、過去に火山が噴火した際に火山灰がどこまで飛んだかについての話がとても印象に残っており、自然の力の
強さを実感することができました。
　磐梯山の自然を観光スポットとして売り出しているという話を聞いて、那須烏山も自然が豊かな町なので、観光ス
ポットとして売り出していくことで盛り上げていくことができるのではないかと思いました。そのためにもまずは、
私たち自身が那須烏山の魅力について理解する必要があると感じました。

特
異
な
植
生
を
持
つ
藤
田
の
ブ
ナ


